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中学受験鉄人会 

☆1/15(水)まで受付中！ 

2 月予約に大変多くのお申

込みを頂いております。さっ

そく講師陣の予定が埋り始

めておりますので、ご予約

はお早めに。 

詳しくは HPを 

ご覧ください。 
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解 答                                  

□1  (1) 7               (2) 
2

7
               (3) 368(a)                      

□2  (1) 0              (2) 961            (3) 960 (円)          (4) 15(通り)               

    (5) 25（人）        (6) 2500(円)          (7) 320(g)           (8) 1100(m) 

□3  (1) 17(度)          (2) 18.24(㎠)        (3) 12(cm)         (4) 6(本)    

□4  (1) 9(分)36(秒)       (2) 27(分後)       (3) 13(分)40(秒) 

□5  (1) 20(個)       (2) 96(個)           (3) 72(個) 

□6  (1) 7(㎠)             (2) 7.5(㎠)           (3) 4：1 

□7  (1) ① 4         ② 4(通り)         (2) 480(通り) 

 

配 点 150点満点 

□1  5点×3 □2  (1)(2)(3)(4)(5)(6)(7) 5点×7  (8) 6点  

□3  (1)(3) 5点×2  (2)(4) 6点×2 □4  6点×3 □5  6点×3 □6  6点×3  □7  6点×3 

 

解 説 

□1  計算問題 

  (2) 16a＋0.054㎢－0.38ha－15000㎡＝16a＋540a－38a－150a＝368a 

□2  小問集合（文章題） 

(1) 
3

13
 を小数で表すと、 

3÷13＝0.230769230769… 

より、小数点以下は［230769］の 6個の数字の周期がくり返されます。 

よって、小数第 2025位の数字は、 

2025÷6＝337あまり 3 

より、小数第 3位の数字と同じ、0となります。 
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(2) 2で割っても 3で割っても 1余る数は、2と 3の最小公倍数である 6で割っても 1余 

る数で、「5を足すと 6の倍数」となる数です。 

7で割って 2余る数は、「5を足すと 7の倍数」となる数であるため、求める整数は、6 

と 7の最小公倍数である 42よりも 5少ない数となります。 

3けたの整数で、最も大きい 42の倍数は、 

999÷42＝23余り 33 

より、(999－33＝)966となることから、求める数は、 

966－5＝961 

より、961です。 

 

(3) はじめの兄の所持金を○6 、弟の所持金を○1 とすると、 

○6 －400＝○1 ＋400 

より、下の図の通り、(400×2＝)800円が、(○6 －○1 ＝) ○5 にあたります。 

 

 

 

 

 

 

 

よって、はじめの兄の所持金は、 

  800×
6

5
 ＝960（円） 

より、960円です。 

 

(4) 3人とも必ず 1個はもらうということから、あらかじめ 3人に 1個ずつを分けて、残 

りの、(7－3＝)4個のリンゴの分け方を考えます。 

3人に配る個数の分け方を（a、b、c）のかたちで整理した後に、それぞれの分け方に 

ついて、A、B、C 3人への配り方が何通りあるかを考えると、 

（4、0、0）… 3通り 

（3、1、0）… 3×2×1＝6（通り） 

（2、2、0）… 3通り 
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（2、1、1）… 3通り 

より、リンゴの配り方は全部で、 

3×3＋6＝15（通り） 

より、15通りあります。 

 

(5) 下の面積図で考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図の斜線部分の面積が等しいため、2つの長方形のたての長さと横の長さは逆比の関係 

になります。 

 たての長さの比が、 

   (69.5－68)：(72－69.5)＝1.5：2.5＝3：5 

 より、3：5となるため、横の長さの比は、 

   
1

3
 ：

1

5
 ＝5：3 

 より、5：3となります。 

 よって、男子の人数は、 

   40×
5

5＋3
 ＝25（人） 

 より、25人です。 

 

(6) 仕入れ値を○1 とすると、売り値は、 

   ○1 ×(1＋0.4)×(1－0.4)＝○0.84  

  より、○0.84 となるため、損失は、 
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   ○1 －○0.84 ＝○0.16  

 より、○0.16 となります。 

 これが 400円にあたるため、仕入れ値（○1 ）は、 

   400÷0.16＝2500（円） 

 より、2500円です。 

  

(7) 水を加えた後の食塩水に含まれる食塩の量は、 

600×0.072＝43.2（g） 

より、43.2gです。 

水を加える前の 9%の食塩水の量は、 

43.2÷0.09＝480（g） 

より、480gとなります。 

右の面積図の Xと Yの部分の面積が等しくなるため、 

x：yは、 

x：y＝
1

9－6
 ：

1

15－9
 ＝

1

3
 ：

1

6
 ＝2：1 

より、2：1です。 

よって、はじめの 6%の食塩水の量は、 

480×
2

2＋1
 ＝320（g） 

より、320gでした。 

 

(8) なつお君とふゆと君がすれ違った地点を R、なつお君がふゆと君に追いこされた地点 

を Sとすると、次の図のように、P地点と R地点の間の距離は、 

60×5＝300（m） 

より、300mに、R 地点と S地点の間の距離は、 

60×6＝360（m） 

より、360mになります。 
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ふゆと君はなつお君と R地点ですれ違って、P地点で折り返し、S地点でなつお君を 

追いこすまでに、 

300＋300＋360＝960（m） 

より、960mの距離を 6分で進みましたので、その速さは、 

960÷6＝160（m/秒） 

より、分速 160mです。 

Q地点と R地点の間の距離は、ふゆと君が 5分をかけて進みましたので、 

160×5＝800（m） 

より、800mです。 

以上より、P地点から Q地点までの距離は、 

300＋800＝1100（m） 

より、1100mとなります。 

 

□3  小問集合（図形） 

 

(1) 右の図の三角形 CGHにおいて、外角が 68度 

であることから、角 GCH（●）の大きさが、 

68－45＝23（度） 

より、23度となります。 

三角形 CBHにおいて、外角が 45度で、角 BCH 

（●）の大きさが 23度であることから、角 CBH 

の大きさが、 

45－23＝22（度） 

より、22度となります。 

よって、角○アの大きさは、 

180－(72＋23×3＋22)＝17（度） 
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より、17度です。 

 

(2) 右の図で、三角形 ACDは直角二等辺三角形になり 

ます。 

半円の中心である ACの真ん中の点を Oとして直線 

ODをひくと、ODと ACは垂直になります。 

  ODの長さは、半円の半径で、(16÷2＝)8cmとなる 

  ため、三角形 CDOの面積は、 

  8×8÷2＝32（㎠） 

より、32㎠となります。 

また、おうぎ形 ACEの面積は、 

    16×16×3.14×
45

360
 ＝32×3.14（㎠） 

  より、(32×3.14)㎠に、おうぎ形 OADの面積は、 

    8×8×3.14×
90

360
 ＝16×3.14（㎠） 

  より、(16×3.14)㎠になります。 

  求める部分の面積は、 

    (おうぎ形 ACEの面積)－(おうぎ形 OADの面積)－(三角形 CDOの面積) 

    の式で求められるため、 

    32×3.14－16×3.14－32 

   ＝(32－16)×3.14－32 

   ＝16×3.14－32 

   ＝18.24（㎠） 

  より、18.24㎠です。 

 

(3) 三角柱の側面の面積の合計は、 

960－10×24÷2×2＝720（㎠） 

より、720㎠となります。 

よって、xの長さは、 

720÷(10＋24＋26)＝12（cm） 

より、12cmです。 

 

(4) 水そうの底面積が、 

20×18＝360（㎠） 

より、360㎠であるため、水そうに入っている水の体積は、 
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360×8＝2880（㎤） 

より、2880㎤となります。 

右の図で、水の深さが 12cmのとき、水そうの底面の 

うち棒以外の部分の面積は、 

2880÷12＝240（㎠） 

より、240㎠となるため、棒の部分の面積が、 

360－240＝120（㎠） 

より、120㎠となります。 

よって、水の深さが 12cmになるのは、 

   120÷(4×5)＝6（本） 

 より、棒を 6本入れたときです。 

 

□4  量の変化 

(1) P、Qの 1分あたりの給水量、Rの 1分あたりの排水量の比は、 

(P 1分あたりの給水量)：(Q 1分あたりの給水量)：(R 1分あたりの排水量) 

   ＝
1

16
 ：

1

12
 ：

1

24
  

   ＝3：4：2 

  より、3：4：2となるため、P の 1分あたりの給水量を○3 、Q の 1分あたりの給水 

  量を○4 、R の 1分あたりの排水量を○2 とします。 

  水そうの容積は、 

    ○3 ×16＝○48  

より、○48となることから、Rを開いた状態で、P、Qの両方を同時に使って水を注ぐ 

とき、水そうがいっぱいになるまでに、 

  ○48÷(○3 ＋○4 －○2 )＝9.6（分）＝9（分）36（秒） 

  より、9分 36秒かかります。 

 

(2) Pと Rを開いて 20分間に水そうに注がれる水の量は、 

(○3 －○2 )×20＝○20  
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  より、○20となるため、残りの(○48－○20＝)○28を Qだけで注ぐことになります。 

  ○28を Qだけで注ぐと、 

    ○28÷○4 ＝7（分） 

  より、7分かかります。 

よって、Qだけを使って水を注いで、水そうがいっぱいになるまでの時間は、最初に水 

を注ぎ始めてから、 

    20分＋7分＝27分 

  より、27分後です。 

 

(3) (1＋1＝)2分ごとに、(○4 ＋○3 ＝)○7 ずつ水が注がれる周期となります。 

水そうの水がいっぱいになるまでに、 

○48÷○7 ＝6（周期）あまり○6  

  より、6周期あまり○6 となります。 

  あまりの○6 のうち、Qの 1分で○4 が注がれ、残りの(○6 －○4 ＝)○2 を Pで注ぐの 

に、 

1×(○2 ÷○3 )＝
2

3
 （分） 

  より、
2

3
 分かかります。 

  よって、かかる時間は全部で、 

2×6＋1＋
2

3
 ＝13

2

3
 （分）＝13（分）40（秒） 

  より、13分 40秒です。 
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□5  数の性質 

(1) 
336

A
 が整数となるのは、Aが 336の約数であるときです。336の 

約数の個数は、336 

 ＝2×2×2×2×3×7であることから、 

(4＋1)×(1＋1)×(1＋1)＝20（個） 

より、20個あるため、整数 Aとして考えられるものは 20個あります。 

 

(2) 
B

336
  が既約分数となるのは、Bが 336との公約数を持たないときですから、(1)の素 

因数分解の結果より、Bは 2と 3と 7の倍数以外の数となります。 

このような数について、2、3、7の最小公倍数である 42をひとつの周期として、2の 

倍数があてはまらないため、奇数のみを調べると、次の図の通りとなります。 

 

 

 

 

 

ひとつの周期の中に、1、5、11、13、17、19、23、25、29、31、37、41の 12個があ 

てはまることから、42の周期ごとに 12個あると言えます。 

335÷42＝7（周期）あまり 41 

より、あまりの 41の中にも 12個分が含まれますので、整数 Bとして考えられるもの 

は全部で、 

12×(7＋1)＝96（個）あります。 

 

(3) 0.25＝
1

4
 ＝

84

336
 ですから、Bは 84以上の数です。 

1から 83までに 2、3、7の倍数以外の数が何個あるか調べると、 

83÷42＝1（周期）あまり 41 

より、1周期あまり 41で、余り 41の中にも 12個分が含まれますので、全部で、 

12×(1＋1)＝24（個） 

より、24個あります。 

(2)で求めた 96個のうち、この 24個以外は 84以上ということになりますから、整数 

Bとして考えられるものは、 

96－24＝72（個） 
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より、72個あります。 

 

□6  点の移動 

(1) 三角形 ABCと三角形 ACDは高さが同じため、面積比が BC：AD＝7：3となります。 

よって、三角形 ABCの面積は、 

50×
7

7＋3
 ＝35（㎠） 

より、35㎠となります。 

（図 1）の通り、三角形 ABEと三角形 CBEは 

高さが同じため、面積比が AE：CE＝1：1とな 

ります。 

よって、三角形 CBEの面積は三角形 ABCの面積 

の
1

1＋1
 ＝

1

2
 となります。 

三角形 CBP と三角形 CPE は高さが同じため、面積比が BP：PE＝3：2 となります。 

よって、三角形 CPEの面積は三角形 CBEの面積の
2

3＋2
 ＝

2

5
 となります。 

以上より、三角形 CPEの面積は、 

  35×
1

2
 ×

2

5
 ＝7（㎠） 

より、7㎠です。 

 

(2) (1)より、三角形 ABCの面積は 35㎠です。 

（図 2）の通り、三角形 ACPと三角形 BCPは 

高さが同じため、面積比が AP：BP＝3：4とな 

ります。 

よって、三角形 ACPの面積は三角形 ABCの面 

積の
3

3＋4
 ＝

3

7
 となります。 

三角形 CPEと三角形 APEは高さが同じため、 

面積比が CE：AE＝1：1となります。 

よって、三角形 CPE の面積は三角形 ACPの面積の
1

1＋1
 ＝

1

2
 となります。 

以上より、三角形 CPEの面積は、 
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  35×
3

7
 ×

1

2
 ＝7.5（㎠） 

より、7.5㎠です。 

 

(3) 三角形 CPEの面積が 6㎠になるのは、1回目は点 Pが EB上にあるとき、2回目は 

点 Pが BA上にあるとき、そして 3回目は点 Pが AD上にあるとき、となります。 

（図 3）の通り、三角形 ACDの面積は、 

50×
3

7＋3
 ＝15（㎠） 

より、15㎠となります。 

AE：CE＝1：1より、三角形 CPEの面積が 

6㎠のとき、三角形 ACPの面積は、 

6×
1＋1

1
 ＝12（㎠） 

より、12㎠となります。 

三角形 ACDと三角形 ACPは高さが同じため、 

面積比が AD：APとなります。 

AD：APは、 

AD：AP＝15：12＝5：4 

より、5：4となるため、AP：PDは、 

AP：PD＝4：(5－4)＝4：1 

より、4：1です。 

 

□7  条件の整理 

(1) ① Aさんの得点は、 

1＋9＝10（点） 

より、10点となります。 

Bさんは□3 のカードで並べるのをやめているので、同じ数は 3です。 

Bさんの得点は A さんと同じく 10点であるため、□3 のカードにはさまれたカードは 

2枚以上で、もう 1枚の□3 のカードは、□a 、□b 、□c のいずれかになります。 

□3 のカードが□a の場合、Aさんが□2 のカードを 2枚、Bさんが□3 のカードを 2枚す 
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でに並べているので、b＋c＋d＋eの値は少なくても、 

1＋4＋5＋6＝16 

より、16となり、10より大きくなるため、b、c、d、eにあてはまる数がなくなりま 

す。 

また、cは偶数であるため、もう 1枚の□3 のカードは□b となります。 

b＝3であるため、c＋d＋e＝10で、Aさんが□2 のカードを 2枚、Bさんが□3 のカー 

ドを 2枚すでに並べているので、c、d、eにあてはまる数は、1か 4か 5となり、cは 

偶数であるため、cの数は 4となります。 

 

② c＝4で、d、eは 1か 5となるため、aは c、d、eと異なる数であり、1、4、5以外 

の数となります。 

□2 と□3 はそれぞれ 2 枚ずつ使われているため、a の数として考えられるのは、6、7、 

8、9の 4通りです。 

 

(2) 5枚のカードで並べるのをやめるとき、同じ数が書かれたカードではさまれるカード 

の枚数は 2枚か 3枚となります。 

カード 2枚について考えるとき、（5、5）は同じ数が 2つになるため、あてはまりませ 

ん。 

よって、2枚で 10点になるのは、（1、9）、（2、8）、（3、7）（4、6）の 4通りです。 

カード 3枚について考えるとき、（2、4、4）、（3、3、4）は同じ数を 2つ含むため、あ 

てはまりません。 

よって、3枚で 10点になるのは、（1、2、7）、（1、3、6）、（1、4、5）、（2、3、5）の 

4通りです。 

5枚のカードの並びを、□ア□イ□ウ□エ□オとすると、□オのカードを並べたところでカー 

ドを並べるのをやめるため、（1、9）で 10点になる並び方は、（ウ、エ）が（1、9）、 

（9、1）の 2通りです。 

このとき、□アにあてはまる数は 1、9以外の(9－2＝)7通りで、□イ (＝□オ )にあてはま 

る数は、(7－1＝)6通りとなります。 

よって、（1、9）で 10点になる並び方は、 

2×7×6＝84（通り） 

より、84通りとなり、（2、8）、（3、7）（4、6）で 10点になる並び方も、それぞれ 84 
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通りずつあります。 

（1、2、7）で 10点になる並び方は、（イ、ウ、エ）が（1、2、7）となるときです。 

（イ、ウ、エ）が、(3×2×1＝)6通りで、□ア (＝□オ )にあてはまる数は、(9－3＝)6通 

りとなります。 

よって、（1、2、7）で 10点になる並び方は、 

6×6＝36（通り） 

より、36通りとなり、（1、3、6）、（1、4、5）、（2、3、5）で 10点になる並び方も、 

それぞれ 36通りずつあります。 

以上より、Cさんのカードの考えられる並びは、 

  84×4＋36×4＝480（通り） 

より、480通りです。 

 

 

 


